芽生えるライオンズ 

リーダーシップ研究会

ライオンズの基本
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講師の手引き

	会議の前に

	プログラムの背景
この会議には、参加者がライオンズクラブ国際協会について習得する上で役立つ活動が多数ある。この会議での講師の役割は、活動と話し合いを助長することである。全部の活動をスムーズに行うためには時間を手際良く管理する必要があるかもしれない。

この会議が強調しているテーマは、新しい会員の参与であり、各活動がこのテーマに関連している。  

この会議の枠組みに役立つよう、前置きはライオン以外の人のインタビューから始まる。このインタービューは、参加者がどれだけライオンズについて知識を持っており、ライオンズ以外の人には協会についてどれほど知識がないかを強調するものである必要がある。たとえばホテル従業員に頼んで、インタビューを受けに会議に来てもらうか、研究会の前にインタビューをさせてもらうと良い。
会議の資料 
· OHPプラスチックシート (研究会で実物のプラスチックシートが提供される)

· OHPプラスチックシート1:  会議の題名及び目的
· OHPプラスチックシート2:  道徳綱領事例研究の答え
· OHPプラスチックシート3:  使命声明文
· OHPプラスチックシート4:  目的
· OHPプラスチックシート5:  年表の見本
· OHPプラスチックシート6:  協会の全体像
· OHPプラスチックシート7:  標的
· OHPプラスチックシート8:  クラブの組織機構

· OHPプラスチックシート 9:  地区の組織機構
· 用意したフリップチャート (会議の前に準備しておく)

· フリップチャート 1:  世界の人びとの間に…

· フリップチャート 2:  よい施政とよい公民の…

· フリップチャート 3:  地域社会の生活…

· フリップチャート 4:  友情、親善、相互理解の…

· フリップチャート 5:  一般に関心のある…

· フリップチャート 6:  奉仕の心を持つ人びとが…

· フリップチャート 7:  クラブ会長

· フリップチャート 8:  クラブ幹事
· フリップチャート 9:  クラブ副会長

· フリップチャート 10: クラブ会計
· フリップチャート 11: 委員会委員長
· フリップチャート 12:  会員
· マスキング･テープ (一巻き)

必要とする視聴覚資材
· フリップチャートとフェルトペン
· OHP透写機および映写幕


	手段を示す図像
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	講義/説明


	参加者中心の活動
	OHP
	フリップチャート又はポスター
	参加者の手引き又は配布物
	


	会議の時間配分 (提案)

	区分
	時間

(分で表示)
	方法
	資料

	前置き/会議始めの話
	10


	講師の話
会議始めの活動:

· ライオン以外の人のインタビュー
	OHPシート1:  目的

	教育課題1: 道徳綱領の適用
	20


	大小のグループ･ディスカッション

活動:  

· 事例研究
	参加者手引きの 2ページと3ページ

OHPシート2:  事例研究の答え


	教育課題 2:  目的を実践する
	25
	講師の小講義 

グループ･ディスカッション

活動:

· 目的のポスター
	OHPシート3:  使命 

OHPシート4:  目的

参加者手引きの4ページ 

目的を記載したフリップチャート

	教育課題3:  ライオンズの歴史*
	15
	講師の小講義

活動: 

· 年表 
	OHPシート5:  年表



	教育課題4:  ライオンズの組織機構を個人的なものにする
	20
	講師の小講義

活動:  

· クラブ機構と役職

	OHPシート6:  全体像 

OHPシート7:  標的

OHPシート8:  クラブの機構OHPシート9:  地区の機構
参加者手引きの5ページ

研究会準備の小冊子

	教育課題5:  入会式
	25
	参加者実演

活動:
· 入会式 
	フリップチャート

参加者手引きの6ページ

	結び
	5
	講師の小講義
	

	合計時間
	120
	
	


* 講師チームが年表活動を開会式のために選んだ場合には、教育課題3をとばして、直接教育課題4に進む。

	前置き

	およその時間
	手段
	内容

	合計時間:

10分
	
	

	5分 [image: image6.wmf]
	
	講師の会議始めの活動:  インタビュー

講師のメモ:  インタビューを行う際に以下の方法のうち一つを選ぶ。

インタビューの質問案:

1. ライオンズクラブ国際協会とは何か。
2. なぜあなたは会員ではないのか。
3. ライオンズ会員に知人がいるか。
4. どのような活動をライオンズが行っているのを見たことがあるか。
5. そのような活動にあなたは関心があるか。
6. あなたはどれか他の奉仕組織の会員か。
(自分独自の質問も加える)

方法1:  生のインタビュー

· 非ライオンに頼んで、インタビューを受けに会議の初めに来てもらう。  (この人の緊張をほぐすために、｢インタビューの予行演習｣をすると良いかもしれない)

方法2:  インタビューしたことをみんなで分かち合う
· 会議の前にホテルで一人か二人の非ライオンズにライオンズクラブについてインタビューし、参加者とそのインタビューについて話し合う。
方法3:  模擬のインタビュー
· 参加者又は他の講師に会議に来てもらい、｢非ライオン｣のふりをして質問に答えてもらう。
要点: 私たちは、ライオンズクラブ国際協会について理解していない人々で囲まれている。ライオンズクラブへの他の人の関心を高める最善の方法は、ライオンズの基本原理を生きたものにすることであり、それがこの会議で実演されることになる。 


	[image: image7.wmf][image: image8.wmf]5分
	OHPシート1
	会議の目的を分かち合い、グループを作る
1.   OHPシート1「会議の目的」を見せる 

この会議の終わりに参加者は、以下の事項を新会員及び会員候補者に説明することができるだろう:

· 使命
· 道徳綱領 

· 目的
· 組織機構 (クラブ強調)

· 歴史
2. 次の指示を与える:

· この会議は非常に活動的であり、何度も動く必要があります。  

· この会議中、グループに分かれる必要のある活動を五つ行います。
· このうち三つの活動は、同じ｢基本的な小グループ｣を使います。
· このうち二つの活動は、行き当たりばったりでできたグループを用います。
· それでは今から｢基本的な｣小グループに分かれます。
3. 4人～5人の ｢基本的なグループ｣に分ける:
· 会議の前に、部屋には4人～5人のグループが幾つできるか、見定める。
· 組織だった方法でグループ分けをする。特に気に入った方法がない場合には、以下三つの方法から選ぶと良い:

· 方法1:  参加者が部屋に入ってくるときに、番号がついた紙を渡し、番号に従って参加者に自分のグループに行ってもらう。講師は「１の番号の人は全員このテーブルに集合してください」と言って、この過程の進行を促すことができる。
· 方法2:  4人～5人から成るグループを作るよう、参加者に依頼する。

· 方法3:  希望するグループ数を決め、参加者に番号を唱えてもらって分ける。例えば、六つのグループに分けたい場合、参加者に｢1、2、3、4、5、6｣と番号を唱えてもらい、6に達したら、同じことを繰り返してもらう。  その後、参加者にそれぞれのグループで集まってもらう。講師は「１の番号の人は全員、このテーブルに集まってください」といって、この過程の進行を促すことができる。 
· グループの人が互いに自己紹介をする時間を与える。


	教育課題1:  

道徳綱領の適用

	およその時間
	手段
	内容

	合計時間:

20分
	
	課題の目的: この教育課題の終わりに、参加者は、ライオンズクラブ国際協会の道徳綱領を自分の暮らしに適用できるようになっている。

	[image: image9.wmf]1分
	
	説明する: 課題の目的

1. 教育課題の目的について話し合う。
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	OHPシート2


	活動:  道徳綱領 – 事例研究
1. 以下の指示を与える:

· 基本的な小グループに分かれて仕事をして下さい。

· 参加者手引きの2ページと3ページを開いてください。
· 5分間で、この練習問題を済ませてください。
· 状況を全部読み、どの道徳綱領が当てはまるか判断して下さい。 

· 道徳綱領を例証する状況、あるいは矛盾する状況にぶつかったときの例についてお互いに話し合ってください。
2. OHPシート2「実際の状況」を見せる。答えを検討して質問があるか尋ねる。  

3. 各々の日常生活にライオンズの道徳を適用するよう、クラブが会員に促すことができる方法について、基本のグループ内で自由にアイデアや意見を出して話し合ってもらう。
4. 7分経ったら – 又は元々の課題から話が外れかけた時、時間が来たことを告げる。
5. 各グループの代表者一人に、グループで話し合った情報を報告してもらう。


	[image: image14.wmf][image: image15.wmf][image: image16.wmf]2分
	
	まとめ

1. 残っている質問に答える。
2. この話し合いで出たアイデアで、研究会の後試したいと思うものがあればそれを書き出す時間を1分、参加者に与える。講師のメモ:  研究会中、このようなノートを取り、参加者手引きの後ろに全部一緒にまとめて保管するよう、参加者に提案してもよい。

3. 教育課題2に移る: 個々の行動について理解した今、クラブがどのように目的を実践するかについて探求を始めましょう。 


	教育課題 2:  

目的を実践する

	およその時間
	手段
	内容

	合計時間:

20分
	
	課題の目的: この教育課題の終わりに参加者は、クラブの活動がいかにクラブの目的を描写しているか理解することになる。

	[image: image17.wmf][image: image18.wmf][image: image19.wmf]3分
	OHPシート

3と4
	説明する: 目的
1. 参加者に参加者手引きの2ページを開くよう、依頼する。
2. OHPシート3「使命声明文」を見せる。ライオンズクラブはこの使命声明文の反映であるべきことを説明する。
3. OHPシート4「目的」を見せる。クラブの活動はすべて、これら目的の少なくとも一つを描写していることを説明する。 (六つ全部を描写しているかもしれない)
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	用意した1～6のページ


	活動: ポスター作成
1. 以下の指示を与える:

· 持ってきた写真を取り出して下さい。(これは｢研究会の準備｣の宿題であった)
· 持参した写真がどの目的を一番良く描写しているか判断してください。
· その目的が書かれたフリップチャートを見つけてください。
· そのフリップチャートに行ってください。 (フリップチャートの周りに人が集まるのを待ってから、先に進む)

(講師のメモ:  誰も行かなかった目的があれば、誰かそこに行くよう促してもよい)

· 写真と、必要であれば他の言葉や語句を使って、ポスターを作って下さい。
· 自分たちのグループが作成したポスターと目的について、5分後に説明する準備をして下さい。 

2. 写真の活動がどのように目的を描写しているか強調しながら、自分たちのポスターについて簡単に説明してもらう。
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	OHPシート

5と1
	まとめ: 

1. 優れたポスターを作成してもらったことへの賞賛の言葉を参加者に述べ、最善の実行法会議で、参加者はそれぞれのクラブの活動について更に話し合う機会があることを伝える。
2. 自分の地区内でこれらのポスターをどのように利用できるか、参加者に尋ねる。

3. OHPシート5「ライオンズクラブの使命」を見せる 

· 活動は、すべてライオンズクラブ国際協会の使命に基づいて織り込まれているか尋ねる。
4. OHPシート1「目的」を見せる
· 今なら新ライオンに目的、道徳、使命について説明できると思うか、尋ねる。
· 今度は、ライオンズの歴史に焦点をあてることを参加者に伝える。


	教育課題3: 

ライオンズの歴史*

	およその時間
	手段
	内容

	合計時間:

15分
	
	課題の目的:この教育課題の終わりに、参加者はあまり苦労しないで主なライオンズ行事を思い出すことができるだろう。
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	説明する: 歴史
1. 各々の手引きをしまうよう、参加者に伝える。
2. 参加者に次の質問をする。
· ライオンズはなぜライオンズの歴史について知る必要がありますか。
· ご自分のクラブは、ライオンズの歴史について新会員にどのように教えていますか。

3. その答えを書き出すよう参加者に依頼するか、自分が書く。
4. 「歴史についての知識は重要であることをここで示しました。皆さんがどれだけご存知か、試してみましょう｣といって、活動に移る。
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	OHPシート5
	活動: 年表
1. ｢基本｣の小グループに分かれるよう、参加者に依頼する。

2. ライオンズ歴史の年表を作るよう、参加者に指示する。(年表が何か、参加者が知らない場合には、誕生、卒業、結婚、現在というふうに自分の人生の主な出来事を例にして、手早く一つ作ってみせる)
3. 約5分経過したら、OHPシート5「年表の見本」を見せる
4. この年表とグループが作った年表とを比べる。

5. 参加者に、良い歴史家となってもらったことへのお礼を言う。
6. グループ全体と一緒に、事後の話し合いをする:

· 歴史がクラブの活動にどのような影響を及ぼすか。
· 新会員に歴史について教えるもう一つの理由は何か。
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	まとめ:

1. 何か質問があるかたずねる。
2. 教育課題4に移る:   もう一度、年表に参加者の注意を向ける。組織の現在の規模を示している部分に注意を促す。1917年以来どれほど変化が生じたかについて、考えを述べる。「組織構成がなかったら、この成長はありえなかった」ことを参加者に話す。


* 講師チームが、開会式で年表活動を行うことにした場合には、教育課題3を省き、直接教育課題4に移る
。
	教育課題4: 

ライオンズの機構を個人的なものにする

	およその時間
	手段
	内容

	合計時間:

20分
	
	課題の目的: この教育課題の終わりに、参加者はライオンズクラブ国際協会が全体としてどうまとまっているか、一層理解を深めているだろう。
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	OHPシート 

6と7
	説明する: 機構を個人的なものにする 
1. 機構が無ければライオンズクラブ国際協会は単に44,000の個々のクラブでしかないことを、参加者に注意を促す。機構、道徳、目的、使命は、例えばウルグアイのライオンズクラブとドイツのライオンズクラブが類似していることを保証する。 

2. それぞれの｢準備小冊子｣と参加者手引きの4ページを開くよう、参加者に依頼する。  

3. OHPシート6「ライオンズクラブ国際協会の構成」を見せる
4. 参加者に答えてもらった数を｢私の数｣の側に、記入する。
5. 協会側に数を記入することに助力できる参加者がいるか、尋ねる。いなければ、講師が自分で数字を記入する。
6. OHPシート7「標的」を見せる。これは、先ほど見せたOHPシートと同じ組織機構であるが、異なる見地からのものであることを説明する。今度は、参加者が違う見方からクラブの機構を組み立ててみる。
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	用意した7～12のページ
OHPシート 

8と9
	活動: 自分の目から見たクラブの機構
1. それぞれの役職に基づき参加者をグループに分ける。(例えば、クラブ幹事全員に、部屋の右側の隅に集まってもらう)  講師のメモ:  このときにフリップチャートの紙とフェルトペンを配ると良い。
2. 自分の役職を主な焦点としたクラブ組織図を作成するよう、各グループに依頼する。
3. 5分後に、各グループの代表者一人に報告をしてもらう。

4. グループ全体で事後の話し合いをする:

· 会長の立場から見た機構はどのようなものか。 (講師のメモ:  クラブ会長の上にはどのような役職があるかも必ず示す。これを行う上で講師の役に立つよう、OHPシート9「地区の機構」が提供されている)
· 新会員の目から見た機構はどのようなものか。

	[image: image37.wmf][image: image38.wmf]1分
	
	まとめ:

1. 何か質問があるか、尋ねる。
2. 教育課題5「入会式」に移る。  


	教育課題5:

入会式

	およその時間
	手段
	内容

	合計時間:

25分
	
	課題の目的:　この教育課題の終わりに、参加者はこれまでの教育課題を通して得た知識を活用して、力強い入会式を行えるようになっている。

	[image: image39.wmf]1分
	
	説明: 心に描く
1. 新会員の入会式(又はクラブ役員就任式)の場面をまぶたに浮かべてほしいとグループに説明する。 

2. グループの人に目を閉じるよう依頼し、下記の場面またはこれに変更を加えてグループに適合させたものを読む。
3. 心に描く場面の見本:  ご自分が地元のライオンズクラブの会員として入会しようとしている場面を想像してください。皆さんは、入会式のことが気になるのと、何を予期すれば良いのか実際のところわからなくて、15分前に会場に到着しました。会員が部屋に入っていきますが、皆さんはドアの外側に立って、自分のスポンサーが来るのを待っています。会議が始まろうとしたときにスポンサーがやってきます。二人が部屋に入ると同時に、会長が会議を始めます。椅子が足りないようなので、皆さんは、部屋の脇に立って開会の挨拶を聞きます。ようやく自分の名が呼び出され、スポンサーと前に行きます。会長からクラブ入会の歓迎の言葉をうけ、短い誓いの言葉を繰り返すよう要請されます。それから会長はスポンサーに向かい、皆さんに紋章ピンを贈呈するよう、指示します。その瞬間、スポンサーは皆さんに上げるピンが無いことに気づき、次の例会で上げるから心配しなくても良いと言います。その時点で入会式は終わり、皆さんは部屋の後ろに行き、残りの会議をそこで過ごします。
4. この想像場面について話し合う:

· 会員として自分はどう感じたか。
· このようなやり方で入会した会員はどうなると思うか。
· 自分が会員としてクラブに入会した日のことを思い出してみる。その日について忘れられないことは何であったか。何をすればこの日が一層思い出深いものになったと思うか。
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	活動:  書く練習
1. 参加者に3～5分間与えて、参加者手引きの5ページにある質問に答えてもらう。
· 新会員の入会式が、会員、クラブ、地区、ライオンズクラブ国際協会に重要なのはなぜか。
· 役員の就任式が、会員、クラブ、地区、ライオンズクラブ国際協会に重要なのはなぜか。
· 自分の所属クラブで行われるすべての新会員入会式に何が含まれるべきだと思うか。
· 自分の所属クラブで行われるすべての役員就任式に何が含まれるべきだと思うか。

· 自分のクラブで行われる入会式及び就任式が思い出深いものになるよう計らうため、自分は何をしようと思うか。
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	活動:  模擬訓練 (時間があれば)
1. 以下の指示を与える:
· 基本的な小グループに分かれてください。
· このグループをライオンズクラブと見なします。この中のメンバー一人の入会式を行うことにします。
· どのような入会式を行うかを10分間で考案してください。
· クラブで活発な会員となるよう、新ライオンを激励するような忘れがたい入会式にしてください。

· 歴史又は使命声明文など今日話し合ったライオンズの基本を幾つか織り込むようにして下さい。

· 10分後に、二つのグループに入会式を行ってもらいます。  
2. 10分経ったら、時間が来たことを告げる。
3. どの二つのグループが式を行うか決める。 (例えば、くじ引きで決める)

4. 選ばれた二つのグループに入会式を行ってもらう。
5. 二つのグループに良い仕事をしてもらったことへのお礼を述べる。
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	まとめ:

1. 各所属クラブの新会員の指導に助力するよう、参加者を激励することによって活動を終える。
2. 参加者手引きに、自分のクラブで試したいと思う入会式のためのアイデアを列記するよう、参加者に依頼する。
3. 何か質問があるか、尋ねる。
4. 結びに移る。


	結び

	時間
	手段
	内容

	5分
	OHPシート1
	目的を検討する

1. 尋ねる:  私たちは目的を達成したかと思いますか。  

2. OHPシート1「会議の目的」を見せる
この会議の終わりに、参加者は、下記を新会員及び入会しそうな人に説明できるようになっている:

· 使命
· 道徳綱領 

· 目的
· 組織機構(クラブ強調)

· 歴史



	OHPシート


· OHPシート1:  会議の題名及び目的
· OHPシート2:  道徳綱領事例研究の返答
· OHPシート3:  使命声明
· OHPシート4:  目的
· OHPシート5:  年表の見本
· OHPシート6:  ライオンズクラブ国際協会の全体像
· OHPシート7:  標的
· OHPシート8:  クラブの組織機構
· OHPシート9:  地区の組織機構
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